
持続可能な開発目標（SDGｓ）の推進
•地域の担い手づくりを育む教育の推進
•貧困や環境問題への対策を推進

多様な人材が活躍できるダイバーシティ社会の構築
•LGBTへの理解啓発と社会環境の整備
•障がい者や外国人の雇用促進

地域創生のために
•中小・小規模企業への支援と雇用の創出を推進
•若者の雇用対策（引きこもり支援、更生支援等）の推進

子どもや高齢者の生命と健康を守る県政の実現
•子ども医療費の窓口無料化の更なる推進
•子どもの発達支援における医療体制の充実
•「交流籍」の導入による“つながり”や共同学習の推進
•里親制度の更なる推進　•認知症対策や在宅医療の充実
•“幸齢社会”に向けたまちづくりの構築（健康増進、移動手段の確保など）

防災・減災対策の更なる推進
•橋や道路の公共インフラの老朽化対策
•病院や福祉施設のBCP（事業継続計画）策定の推進
•若者の地域防災活動への参加推進

挑戦します!!は

安全安心の医療と健康長寿に向けて
•がん対策の推進（地域がん登録データの活用）
•救急医療体制の充実（ドクターヘリの広域連携強化）
•献血・骨髄バンク登録の推進
•三重とこわか健康マイレージ事業の推進
高齢者・障がい者支援
•特殊詐欺対策の推進（自動通話録音警告機導入）
•臨時おもいやり駐車場制度の導入
•公共交通機関の乗り方教室を導入
•県営住宅入居要件の緩和

命を守る防災・減災対策
•若者の防災意識の向上を推進（ICTの活用等）
•津波遡上対策の推進
•県民税を活用した災害に強い森林づくりの推進
具体的な財源確保対策
•自動販売機設置への公募制導入
 （年間約9,800万円の財源収入を確保）

教育
•環境教育の具体的な推進　•通学路の安全確保
•チーム支援（学校）の推進、土曜授業の見直し
企業支援
•中小企業・小規模企業への経営
 相談体制の充実を推進

山内みちあき
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子ども医療費の窓口無料化を実現！
一人親家庭の子どもや障がい児から段階的に窓口無料化を導入することを強く提案した結果、2019
年4月から所得制限を設ける形で未就学児の0～6歳まで、医療費の窓口無料化が開始されます。

ヘルプマークを導入、普及を推進！
2016年4月に障害者差別解消法が施行され、“こころのバリアフリー”推進への期待が高まる中、2017
年7月にヘルプマークがＪＩＳ規格に登録された事に併せて、三重県への導入と普及を県議会で強く要望。
2018年2月に県がヘルプカードを導入し、同年6月にはストラップ型のヘルプマークの配布が開始。

しました!


